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ライフログから未来日記へ 
From Life Log Technology to Diary of the Future 
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Based on the rapid progress of digital technology, life-log technology has become popular and realistic. Currently, huge amount 

of data can be captured, stored and re-utilized in the digital media. In this paper, experimental future estimation system as one of 

the most promising applications of the life-log technology is introduced. This application will be extended into the latest system 

called “diary of the future”.  

 

1. はじめに 
ひとたびデジタルメディアを介して扱われたことがらは、オー

バーヘッドなしに記録・保存することが可能である。このことを利

用して、出来事をその重要度にかかわらず最大漏らさず記録し、

後々の利用に供しようという発想の技術がライフログである。 

この技術の背景には、急速なデジタルデバイスの低廉化傾

向がある。たとえば、1 日 16 時間、70 年間にわたって眼前の風

景をビデオカメラで記録したとき、必要となる記憶容量は 10テラ

バイト程度と見積もられる。現在の傾向が続けば、この容量は、

10年を待たずしてラップトップ上に実装されてしまうであろう。 

2. ライフログの利用 
 従って、今や大量のデータを記録すること自体は、それほど難

しいことではない。むしろそれをどう利用するかが重要である。

われわれはなぜ過去を記録しようと思うのか。単に過去を振り返

り、ノスタルジーにひたることだけではない。経験に基づき、これ

からの行動をより賢くふるまうため、というのも理由のひとつであ

る。Fig-1 は、著者の研究室で開発した、「消費予報」と呼ばれる

システムであり、利用するのはレシートによる購買記録である。

[Takeuchi 2010]  市販の家計簿ソフトに付属するレシートリー

ダを利用すると、レシートに記載されている店名、利用金額、利

用場所、利用時間等の情報を読み取ることができる。この情報

を蓄積することによって、個人個人の支出状況におけるある種

の規則性（時間的周期性、場所依存性）を推定することができる。 

たとえば、レシート iには支出金額 ei、場所 pi、時刻 tiが書か

れている。場所と時間を適当に重みづけして特徴量 riを算出す

ることができ、現在の特徴量 r と riの差分をとり、（0-1）にマップ

し直して特徴距離 wi を算出する。それによって消費金額の期

待値 Eは、 

   

のようにして求めることができる。また最大の wiが消費可能性 P

ということになる。 

Eや Pから「あと 1時間後に現在地周辺で 400円支出するで

しょう」「明後日は 1,000 円ぐらい支出することになるでしょう」の

ような予測を出すことができる。（Fig-2）実装のプラットホームに

は、iPhone を利用した。場所等の測定には装着されている位置

認識サービスを使用することができる。現状の実装は試験的な

ものであるが、10 人程度の被験者に使用してもらったところ、送

信される予報情報はそれほど違和感なく受け取られていること

がわかった。（Fig-3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig-1 「消費予報」システム構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig-2 「消費予報」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig-3 予測の的中度に関するアンケート 
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このシステムで重要なのは、実は、その予測精度ではない。

それによって被験者の行動がどのように変化したかである。シス

テムからの情報を見て、消費支出がどう変化したかを Fig-4 に、

行動すなわち滞在場所がどう変化したかを Fig-5 に示す。図か

らわかるように、行動そのものを変化させることはできていないが、

支出を制御する効果は大いに存在するようである。 

リアルタイムシミュレーションの本質はここにあると考えられる。

時々刻々の変化が常にシステム入力されることにより、予測結

果は時々刻々更新される。予測すべき状況が現状から遠けれ

ば遠いほど、予測はあいまいになるが、修正を加えれば加える

ことによって、その精度は高まっていく。つまり、そこで表示され

る予測は、もちろん大間違いではいけないが、正しく行動の修

正ができる程度の精度でよい。たとえば、カーナビに表示される

到着時間予測を考えてみよう。この予測は道路状況によって、

時々刻々変化するが、到着直前にはかなり正しい予測を示して

いる。（実際１秒前の精度はほぼ 100％である）これは予測という

よりは、ある程度合理的に計算された数字である。シミュレーショ

ンというよりは、シナリオと呼ぶ方が適切かも知れない。 

フィードバック制御を行わない場合、予測は一発勝負になる

のに対し、行う場合には、かなり適当な予測であっても、最終的

には目標点に到着することができることを意味している。 

消費予報のシステムは、かなり稚拙なつくりであるにも拘らず、

人々の消費行動に影響を与えていることを示唆している。実装

する予測アルゴリズムによって、どのように行動変化が見られる

か等、経済学における「見えざる手」をこれほど小さい端末で操

作できることは面白い現象である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig-4 消費予報を見る前後における消費金額の変化に関する

アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig-5 消費予報を見る前後における消費地域の変化に関する

アンケート 

 

3. 未来日記 
レシートログがあつかう時間は過去でなく未来である。この未

来時間についてもう少し一般的に考えてみよう。 

ほとんどの社会人は、予定を書き込むノートを持っているであ

ろう。ノートにはカレンダーが印刷されており、現在というのはカ

レンダーの一点を指しており、それ以前が過去、以降が未来で

ある。もちろん、その一点は時々刻々と未来へと向かっているわ

けで、未来の部分はどんどん過去に組み込まれ、予定帳は、日

記帳へと自動的に変化していく。 

未来の部分には、そこに「予定」が書き込まれている。われわ

れの未来の一部分は「予約」されており、自由な時間は限定さ

れている。更に予定の入っていない部分が全く自由かというと、

そうでもない。自由に時間をアサインできるが、ある程度の時間

が確保されていなければいけない仕事の予定も存在する。「原

稿を書く」、「卒業研究を完成させる」などである。これを「タスク」

と呼ぶ。 

未来は、予定、タスク、それ以外の自由時間から成っている。

それを上手にわりふっていくことが、ある程度の大人には求めら

れているわけである。あるタスクがどのくらい時間を必要とするか、

などは経験的に決っている。 

現在進行中のプロジェクトである「未来日記」は、レシートログ

で開発されたシナリオエンジンを拡張して、より賢く未来を見通

すためのツールを開発しようとしている。（Fig-6）[Tamura 2012] 

裸のわれわれは、時間軸を見通すことができない。未来に横

たわるさまざまな拘束条件が錯綜しているわけで、そうであるが

ゆえにある特定の未来にひずみが出たり、はなはだしい場合は

破たんを迎えたりする。未来日記というツールは、われわれの時

間感覚を拡張することに役立つことになるだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig-6  未来日記 

4. おわりに 
コンピュータはエントロピーの操作機である。エントロピーを操

作するということは、時間を操作するということである。時間軸の

諸問題は情報機械であるコンピュータによって解決できるはず

だというアイデアは、当を得たものと考えている。MDF(Massive 

Data Flow)の利用における重要な分野のひとつと考えてよいの

ではないかと思われる。 
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